
本
学
園
は
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
身
延
山
第
十
四
世
善
学
院
日
鏡
上
人
が
山
内
西
谷
の
地
に
学
室
・
善
学
院
を

開
か
れ
た
こ
と
を
創
立
起
源
と
し
、
平
成
十
八
年
に
四
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
時
に
あ
た

り
、
五
十
八
回
の
歴
史
を
刻
む
且
連
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
の
開
催
校
と
な
る
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
蓮
教
学
・
法
華
経
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
研
究
方
法
の
提
言
、

確
立
を
目
指
し
、
今
後
の
研
究
に
一
石
を
投
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
脱
構
築
日
蓮
・
法
華
経
研
究
」
を
テ
ー
マ

に
大
会
で
の
特
別
部
会
を
企
画
し
た
。
発
表
者
に
は
、
日
蓮
教
学
・
法
華
経
研
究
に
お
い
て
研
究
を
主
導
し
、
あ
る
い

は
ま
た
清
新
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
方
を
お
願
い
し
、
ご
多
忙
の
中
ご
快
諾
を
頂
い
た
。
特
別
部
会
で
は
、
開
催
の

趣
旨
を
充
分
に
ご
理
解
の
上
、
最
新
の
研
究
動
向
か
ら
刺
激
的
な
論
を
展
開
し
て
頂
き
、
ま
た
参
加
者
に
よ
る
実
り
あ

る
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
号
に
お
い
て
は
、
特
別
部
会
で
発
表
さ
れ
た
諸
氏
の
う
ち
五
氏
か
ら
玉
稿
を
お
寄
せ
頂
い
た
。
何
れ
も
当
日
の
議
論

を
踏
ま
え
、
テ
ー
マ
を
一
段
と
深
化
さ
れ
て
い
る
。
発
表
の
諸
氏
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
企
画
が

今
後
の
研
究
、
さ
ら
に
混
迷
を
深
め
る
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
あ
り
方
に
資
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

特
集
に
あ
た
っ
て

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長
寺
尾
英
智


